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体
育
の
日
の
１０
月
８
日
、日
光
小
学
校
周
辺
で
第
８
回
伯

耆
町
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
、49
チ
ー
ム
2
4
5
人
が
日
光

路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
選
手
を
代
表
し
て
、日
光
小
学
校
の
木
村
美

紀
さ
ん
が「
日
光
の
大
自
然
の
中
を一生
懸
命
走
り
ぬ
く
こ
と

を
誓
い
ま
す
」と
力
強
く
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
、1
、3
区
が
1
．5
㎞
、2
、4
区
は
1
．7
㎞
、ア

ン
カ
ー
の
5
区
は
、1
．8
㎞
で
、全
長
8
．2
㎞
で
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
ま
す
。

　
沿
道
や
中
継
所
に
は
多
く
の
応
援
団
が
集
ま
り
、力
走
す

る
選
手
に
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、ゴ
ー
ル

し
た
選
手
に
は
、日
光
女
性
会
の
皆
さ
ん
が
用
意
し
た
、地
元

野
菜
た
っ
ぷ
り
の
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、疲
れ
た
体
を
癒
し
て

い
ま
し
た
。

　
稲
穂
が
重
そ
う
に
お
じ
ぎ
す
る
９
月
３０
日
、福
永
集
落
の
ほ
場
で

稲
刈
り
と
天
日
干
し
体
験
イ
ベ
ン
ト「
ち
っ
ち
ゃ
な
村
か
ら
の
稲
刈

り
と
天
日
干
し
体
験
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、高
齢
化
や
世
帯
数
の
減
少
が
進
み
、活
気
が

な
く
な
っ
た
集
落
を
元
気
に
す
る
た
め
、福
永
集
落
が
実
施
し
た
も

の
で
、県
内
外
か
ら
１７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、台
風
１７
号
の
影
響
で
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、最
後
ま
で
手
刈
り
し
た
稲
を
竹
の
竿
に
乾
し
ま
し
た
。作
業
の

後
、参
加
者
と
住
民
は
福
永
公
民
館
で
、福
永
の
旬
の
野
菜
を
つ
か

っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、「
雨

の
中
カ
ッ
パ
を
着

て
ド
ロ
土
の
中
に

入
り
、濡
れ
な
が
ら

稲
穂
に
触
れ
、そ
の

稲
を
刈
り
採
り・束

ね・竿
か
け
る
、の一

連
の
体
験
は
、貴

重
な
経
験
に
な
り

ま
し
た
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

福
永
の
魅
力
を
発
信

〜
稲
刈
り
と
天
日
干
し
体
験
〜

　
大
平
原
工
業
団
地
に
設
置
さ
れ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施

設
の
設
置
や
運
営
に
関
す
る
協
力
協
定
調
印
式
が
10
月
1

日
、役
場
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
伯
耆
町
で
は
、大
平
原
工
業
団
地
の一部
を
有
効
活
用
し
よ

う
と
、大
規
模
太
陽
光
発
電
用
地
と
し
て
企
業
へ
の
貸
し
出
し

を
計
画
し
、事
業
者
の
公
募
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

米
子
市
両
三
柳
に
本
社
を
構
え
る
株
式
会
社
ミ
ヨ
シ
産
業

が
、事
業
者
と
し
て
内
定
し
ま
し
た
。調
印
式
で
は
西
部
総
合

事
務
所
の
林
所
長
の
立
会
い
の
も
と
、森
安
町
長
と
ミ
ヨ
シ
産

業
の
谷
野
代
表
取
締
役
が
協
定
書
に
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

　
工
業
団
地
２
．４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
内
に
約
５
２
０
０
枚

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、出
力
は
約
１
メ
ガ
ワ
ッ
ト
。年

間
推
定
発
電
量
約
１
０
８
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
は
、一
般
家
庭
約

３
０
０
世
帯
分
の
年
間
消
費
電
力
量
に
あ
た
り
、約
４
３
０
０

万
円
の
売
電
収
入
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

伯
耆
町
に
大
規
模
太
陽
光
発
電

来
年
３
月
稼
働
予
定

〜
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
調
印
式
〜

　
豊
か
な
森
林
を
守
り
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
、森
林
施
業
体
験
教
室
が
１０
月

１
日
に
八
郷
小
学
校
で
開
催
さ
れ
、町
内
の
小
学
４
年

約
９０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、あ
い
に
く
の
雨
に
よ
り
枝
打
ち
体
験
や

森
林
観
察
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、お
話
し
や
体
験

ゲ
ー
ム
を
と
お
し
て
森
林
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
体
験
ゲ
ー
ム
で
は
、他
校
の
児
童
同
士
で
作
っ
た
グ
ル

ー
プ
で
行
動
し
ま
し
た
。初
め
の
う
ち
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ

た
も
の
の
、八
郷
地
区
の
自
然
に一
緒
に
な
っ
て
触
れ
る

う
ち
に
、新
し
い
友
達
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

雨の中、稲刈り作業をする参加者たち

秋
の
日
光
路
を
駆
け
抜
け
る

〜
伯
耆
町
駅
伝
大
会
〜

森
の
恵
み
を
学
ぶ

〜
森
林
施
業
体
験
教
室
〜

力走する選手たち

指導者のお話しに興味津々の子どもたち

　保護者や同居人による「子どもへの虐待」が、深刻な問
題になっています。虐待による痛ましい被害や死亡事例を
なくし、子どもの人権を守っていくためには、できるだけ
早く虐待に気づき、対応につなげていくことが必要です。
　虐待は、特別な家庭の問題ではありません。どの家庭

でも起こりうる問題として、社会全体で虐待から子どもを
守っていきましょう。
　虐待を受けたと思われる子どもを発見した場合や、近
隣の家庭の様子がおかしいと思ったときは、児童相談所
または役場福祉課に相談・通告をお願いします。

●相談・通告に関するQ＆A
「児童虐待防止法」は、社会全体で子どもを守る仕組みを示した法律です。
虐待を受けたと思われる子どもを発見した場合の「通告義務」が定められ
ています。

Ｑ．誰が通告できるの（通告するの）？

Ａ．地域に住むみんなの義務です。

通告は電話でも手紙でもかまいません。
通告した人のプライバシーは、法律によって保護されていますので、ご安
心ください。また、通告された内容を調査した結果、虐待ではなかった場
合でも、通告した人が責められる（罰せられる）ことはありません。

Ｑ．通告は、匿名でもいいのでしょうか?

Ａ．はい。通告した人の秘密は守られます。

●児童虐待は４つに分類されます

・ 殴る　・ 蹴る　・ たばこの火を押し付ける
・ 戸外に締め出す　など
※生命に危険が及ぶおそれもあります。

①身体的虐待

・ 適切な食事を与えない
・ 極端に不潔な環境の中で生活させる
・ 重大な病気やけがをしていても、病院に連れて行かない　など
※保護者としての監護を著しく怠っていること

③ネグレクト
・ ことばでこわがらせる、脅迫する
・ 他のきょうだいと著しく差別的な扱いをする
・ 子どもの面前で配偶者などに暴力をふるう　など

④心理的虐待

・ 子どもへの性交、性的暴行
・ ポルノ写真などの被写体に強要する　など

②性的虐待

協定書に署名する関係者

建設予定地の大平原工業団地

11月は児童虐待防止推進月間です！11月は児童虐待防止推進月間です！

ま
ち
の
わ
だ
い

福祉課　福祉支援室　●月曜日～金曜日　８：３０から１７：１５まで　☎６８－５５３４   
　　　　　　　　　　●夜間・休日も担当者に取り次ぎます  宿直　　☎６８－３１１１
米子児童相談所　〒６８３－００５２　米子市博労町４丁目５０　☎３３－１４７１

相談・通告窓口
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ま
ち
の
わ
だ
い

福祉課　福祉支援室　●月曜日～金曜日　８：３０から１７：１５まで　☎６８－５５３４   
　　　　　　　　　　●夜間・休日も担当者に取り次ぎます  宿直　　☎６８－３１１１
米子児童相談所　〒６８３－００５２　米子市博労町４丁目５０　☎３３－１４７１

相談・通告窓口


